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特長

► 32 チャンネルのマッチング済み高精度抵抗分圧器

► チャンネル分圧比：52（代表値）

► 抵抗マッチング比の長期ドリフト（チャンネルあたり）：

±10ppm（代表値）

► チャンネルあたりの合計直列抵抗：5.2MΩ
► 最大入力電圧：225V
► 100 ピン LQFP
► TAの範囲：−10℃～+85℃

アプリケーション

► 高電圧のモニタリング

概要

AD45336 は、32 チャンネルのマッチング済み高精度抵抗分圧器

です。各チャンネルは 2 個の正確にマッチングされた抵抗器で

構成され、抵抗マッチング比の長期ドリフトは±10ppm（代表

値）、合計直列抵抗は 5.2MΩ（代表値）です。 

AD45336の各チャンネルは、最大 225Vの入力電圧を分圧できま

す。

AD45336は、高電圧 D/Aコンバータ（DAC）である AD45335を
モニタするための関連周辺製品として動作するように設計され

ています。

機能ブロック図

図 1. 機能ブロック図 
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仕様 
特に指定のない限り、HVINx と COM の電圧差 = 175V（x は 0～31）、代表値の全ての仕様は TA = 25ºC での値。全ての仕様は設計目標値

です。最終的な値は、デバイスの特性評価後に決まります。 

表 1. 仕様 

 
1 x は 0～31。 
2 設計と特性評価で裏付けられていますが、製品テストは行っていません。 
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絶対最大定格

表 2. 絶対最大定格 

1 極性の反転が可能。 
2 x は 0～31。 

上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えると、デバイスに

恒久的な損傷を与えることがあります。この規定はストレス定

格のみを指定するものであり、この仕様の動作のセクションに

記載する規定値以上でのデバイス動作を定めたものではありま

せん。デバイスを長時間にわたり絶対最大定格状態に置くと、

デバイスの信頼性に影響を与えることがあります。

熱抵抗
熱性能は、プリント回路基板（PCB）の設計と動作環境に直接

関連しています。PCB の熱設計には細心の注意を払う必要があ

ります。

θJA は、1 立方フィートの密封容器内で測定された、自然対流下

におけるジャンクションと周囲環境の間の熱抵抗、ΨJTは、ジャ

ンクション温度とパッケージ上部の温度の間の温度変化を測定

する特性評価パラメータ、ΨJBは、ジャンクションから基板への

熱特性評価パラメータです。θJC は、ジャンクションからケース

への熱抵抗、θJBは、ジャンクションから基板への熱抵抗です。

シミュレーション値は、JEDEC JESD-51 シリーズの仕様に基づ

きます。

表 3. 熱抵抗 

1 θJA、ΨJT、ΨJBは、JEDEC の自然対流環境下での JEDEC 2S2P テスト

PCB を用いてモデル化したものです。 
2 θJCは、無限ヒート・シンクをパッケージ表面に直接取り付け、

JEDEC 1S テスト PCB を用いてモデル化したものです。 
3 θJBは、JEDEC に準拠したジャンクションから基板への環境下で

JEDEC 2S2P テスト PCB を用いてモデル化したものです。 

ESD に関する注意 
ESD（静電放電）の影響を受けやすいデバイスです。 

電荷を帯びたデバイスや回路ボードは、検知されない

まま放電することがあります。本製品は当社独自の特

許技術であるESD保護回路を内蔵してはいますが、デ

バイスが高エネルギーの静電放電を被った場合、損傷

を生じる可能性があります。したがって、性能劣化や

機能低下を防止するため、ESD に対する適切な予防措

置を講じることをお勧めします。

https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン配置およびピン機能の説明

図 2. ピン配置 

表 4.ピン機能の説明 
ピン番号 記号 説明 
1 HVIN5 高電圧アナログ入力チャンネル 5。 
2, 4, 6, 8, 10, 12, 14, 16, 18, 20, 22, 24, 27, 29, 
47, 49, 52, 54, 56, 58, 60, 62, 64, 66, 68, 70, 72, 
74, 77, 79, 97, 99 

DNC 接続しないでください。デバイスの損傷や誤動作を防止するため、これらのピンには導電性材

料を付加しないでください。 

3 HVIN4 高電圧アナログ入力チャンネル 4。 
5 HVIN3 高電圧アナログ入力チャンネル 3。 
7 HVIN2 高電圧アナログ入力チャンネル 2。 
9 HVIN1 高電圧アナログ入力チャンネル 1。 
11 HVIN0 高電圧アナログ入力チャンネル 0。 
13 COM 共通 GND またはリファレンス・ピン。 
15 HVIN8 高電圧アナログ入力チャンネル 8。 
17 HVIN9 高電圧アナログ入力チャンネル 9。 
19 HVIN10 高電圧アナログ入力チャンネル 10。 
21 HVIN11 高電圧アナログ入力チャンネル 11。 
23 HVIN12 高電圧アナログ入力チャンネル 12。 
25 HVIN13 高電圧アナログ入力チャンネル 13。 
26 HVIN14 高電圧アナログ入力チャンネル 14。 
28 HVIN15 高電圧アナログ入力チャンネル 15。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン配置およびピン機能の説明 

表 4.ピン機能の説明（続き） 
ピン番号 記号 説明 
30 VOUT15 チャンネル 15 からのアナログ出力電圧。 
31 VOUT14 チャンネル 14 からのアナログ出力電圧。 
32 VOUT13 チャンネル 13 からのアナログ出力電圧。 
33 VOUT12 チャンネル 12 からのアナログ出力電圧。 
34 VOUT11 チャンネル 11 からのアナログ出力電圧。 
35 VOUT10 チャンネル 10 からのアナログ出力電圧。 
36 VOUT9 チャンネル 9 からのアナログ出力電圧。 
37 VOUT8 チャンネル 8 からのアナログ出力電圧。 
38 COM 共通 GND またはリファレンス・ピン。 
39 VOUT16 チャンネル 16 からのアナログ出力電圧。 
40 VOUT17 チャンネル 17 からのアナログ出力電圧。 
41 VOUT18 チャンネル 18 からのアナログ出力電圧。 
42 VOUT19 チャンネル 19 からのアナログ出力電圧。 
43 VOUT20 チャンネル 20 からのアナログ出力電圧。 
44 VOUT21 チャンネル 21 からのアナログ出力電圧。 
45 VOUT22 チャンネル 22 からのアナログ出力電圧。 
46 VOUT23 チャンネル 23 からのアナログ出力電圧。 
48 HVIN23 高電圧アナログ入力チャンネル 23。 
50 HVIN22 高電圧アナログ入力チャンネル 22。 
51 HVIN21 高電圧アナログ入力チャンネル 21。 
53 HVIN20 高電圧アナログ入力チャンネル 20。 
55 HVIN19 高電圧アナログ入力チャンネル 19。 
57 HVIN18 高電圧アナログ入力チャンネル 18。 
59 HVIN17 高電圧アナログ入力チャンネル 17。 
61 HVIN16 高電圧アナログ入力チャンネル 16。 
63 COM 共通 GND またはリファレンス・ピン。 
65 HVIN24 高電圧アナログ入力チャンネル 24。 
67 HVIN25 高電圧アナログ入力チャンネル 25。 
69 HVIN26 高電圧アナログ入力チャンネル 26。 
71 HVIN27 高電圧アナログ入力チャンネル 27。 
73 HVIN28 高電圧アナログ入力チャンネル 28。 
75 HVIN29 高電圧アナログ入力チャンネル 29。 
76 HVIN30 高電圧アナログ入力チャンネル 30。 
78 HVIN31 高電圧アナログ入力チャンネル 31。 
80 VOUT31 チャンネル 31 からのアナログ出力電圧。 
81 VOUT30 チャンネル 30 からのアナログ出力電圧。 
82 VOUT29 チャンネル 29 からのアナログ出力電圧。 
83 VOUT28 チャンネル 28 からのアナログ出力電圧。 
84 VOUT27 チャンネル 27 からのアナログ出力電圧。 
85 VOUT26 チャンネル 26 からのアナログ出力電圧。 
86 VOUT25 チャンネル 25 からのアナログ出力電圧。 
87 VOUT24 チャンネル 24 からのアナログ出力電圧。 
88 COM 共通 GND またはリファレンス・ピン。 
89 VOUT0 チャンネル 0 からのアナログ出力電圧。 
90 VOUT1 チャンネル 1 からのアナログ出力電圧。 
91 VOUT2 チャンネル 2 からのアナログ出力電圧。 
92 VOUT3 チャンネル 3 からのアナログ出力電圧。 
93 VOUT4 チャンネル 4 からのアナログ出力電圧。 
94 VOUT5 チャンネル 5 からのアナログ出力電圧。 
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ピン配置およびピン機能の説明 

表 4.ピン機能の説明（続き） 
ピン番号 記号 説明 
95 VOUT6 チャンネル 6 からのアナログ出力電圧。 
96 VOUT7 チャンネル 7 からのアナログ出力電圧。 
98 HVIN7 高電圧アナログ入力チャンネル 7。 
100 HVIN6 高電圧アナログ入力チャンネル 6。 
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代表的な性能特性 

 
図 3. 70ºC 1000 時間にわたる抵抗マッチング比の長期ドリフト 

 

 
図 4. 抵抗マッチング比の温度ドリフトの分布 

 
図 5. 85ºC でのチャンネル分圧比の分布 

 

 
図 6. −10ºC でのチャンネル分圧比の分布 
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動作原理 
AD45336 は、高電圧モニタリング・アプリケーション用に設計

された、32 チャンネルのマッチング済み高精度抵抗分圧器ネッ

トワークです。各チャンネルは 2 個の正確にマッチングされた

抵抗器で構成され、抵抗マッチング比の長期ドリフトは±10ppm
（代表値）、合計直列抵抗は 5.2MΩ（代表値）です。 

このデバイスは、チャンネルごとに入力電圧を 52 分の 1 にし、

最大 225Vの電圧を処理します。チャンネルの抵抗ネットワーク

ごとに、5.1MΩの RTxが 100kΩの RBxに直列に接続されています

（x は 0～31）。 

AD45336 は、広い温度範囲（−10ºC～+85ºC）にわたり高精度を

維持し、抵抗マッチング比の温度ドリフトは−0.2ppm/ºC です。

チャンネルごとに最大 55µA の電流を連続的に処理できます。 
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アプリケーション情報 

高電圧モニタリング・アプリケーション 
AD45336 は、高電圧信号を 52 分の 1 にするよう設計された、32
チャンネルのマッチング済み高精度抵抗分圧器ネットワークで

す。代表的なアプリケーションでは、AD45336 が 32 チャンネル

高電圧 DAC である AD45335 と連係して動作します。AD45336

は、AD45335 の高電圧出力（0V～200V）を 52 分の 1 にして、

この出力を 0V～3.85V の範囲に低減します。図 7 にこの構成を

示します。 

 

 

 
図 7. AD45335 32 チャンネル高電圧 DAC に関連する周辺製品としての AD45336 
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外形寸法 

 

図 8. 100 ピンの低プロファイル・クワッド・フラット・パッケージ［LQFP］ 
（ST-100-1） 
寸法：mm 

 

オーダー・ガイド 

 

1 Z = RoHS 準拠製品。 

 

評価用ボード 

表 5. 評価用ボード 

 

1 Z = RoHS 準拠製品。 
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